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研究成果の概要（和文）：認知症ケア領域を具体的なフィールドに、「予防」の論理がどのよ

うに現れ、現場にどういった影響を与えるのかを明らかにする作業を行った。第一に、認

知症の人たちの集まるデイサービスへのフィールドワークから得たデータをもとに、予防

的志向も含んだ新しい認知症ケアの論理の持つ功罪を明らかにした。第二に、政策文書や

映像データをもとに、歴史的な認知症ケア領域における論理の変化を記述した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project explores the inclusion of the concept of 
“prevention” in caring for people with dementia and how it influences care practices mainly 
through fieldwork at day-care centers for people with dementia.  
 First, this project reveals that introduction of new ideas in caring for people with 
dementia that include prevention as a key concept has an ambivalent effect on care 
practices. 
 Second, this project presents the evolution of care practices for people with dementia by 
examining policy documents and TV programs. 
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１．研究開始当初の背景 

1990 年代後半以降、保健医療福祉の様々
な領域において病気にならないようにする
ことおよび病気を重度化させないことを目
指した「予防」が強調されるようになってき
た。 

こうした「予防」志向は、高齢者介護領域

では、介護予防といった考え方としてあらわ
れ、保健領域においてはメタボリックシンド
ロームのような、病気以前の状態に注意を喚
起して介入するといった実践に繋がってい
る。 

また、その「予防」の強調は、病気や障害
を持った人に対する先進的なケアの実践の
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一つとしてなされてきたものである一方で、
医療費の削減といった経済の論理とも関連
している。こうした「予防」志向という流れ
が領域や文脈に応じてどのように違った現
れを見せるのか、そして、現場での介護医療
実践がどのようなものとなっていくのかと
いうことが研究開始当初に抱えていた問題
意識であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、1 で述べたような「予防」志

向という流れを、現代保健医療福祉において
ベースとなる大きな変化と捉えた上で、そう
した大きな流れの領域ごとでの現れ方の違
いや、文脈をより詳細に明らかにしていくこ
とを目標に開始した。 
特に、中高齢期の医療・保健・福祉領域に

おける「予防」志向の強まりの内実と社会的
意義(功罪)、および、その志向が中高年期の
人びとの生や、その支援に関わる人々に対し
てもたらす影響について明らかにすること
を目指した。 

研究代表者は、この研究課題以前には、認
知症ケア領域における、新しい認知症ケアの
展開に関する研究課題に従事しており、その
新しい認知症ケアにおいても、予防の論理も
色濃く含まれているということを明らかに
した。そのため、調査先として確保しやすい
認知症領域を軸にして、上記課題に取り組ん
でいくことを出発点となる作業として念頭
に、研究を開始していった。 

 
３．研究の方法 
２で述べた目的に対して、具体的には、イ

ンタビュー調査などで現場の実践を明らか
にするミクロな手法に基づく研究と、現代社
会の論理の変化や財政などの動きを追うマ
クロレベルのデータを用いた研究という二
つを通じて明らかにしていくことを試みた。 

具体的には、下記の（1）（2）のようなプ
ロセスで作業を行った。 
 
(1)医療・保健・福祉領域全般において、近
年とみに強調されている「予防」という発想
が、政策化・実践化されていく際の論理とそ
の内実（そして予想される結果）を、医療社
会学や社会理論の枠組みを参照しつつ、具体
的な対象領域を記述・分析するという作業で
ある（マクロ社会学的な分析）。 
対象は、当初は、各健康保険者に義務付け

られる特定健康診断・健康指導の動きと、認
知症介護において強調される地域の MCI
（Mild Cognitive Impairment 軽度認知障害）
予防の動き、の二領域を予定していたが、高
齢者介護領域全体を含む認知症介護領域の
動きについての分析に絞る形で行った。特に
後者に絞っていった理由は、本研究開始後に

おいて、NHK 川口アーカイブスが映像データ
アーカイブスを利用した研究の募集を開始
したため、そこに応募し採択されたためであ
る（研究費は給付されず、アーカイブスの利
用権のみ認められる採択）。1970 年代からの
認知症ケアの取り組みについての番組を見
ることのできるそのアーカイブ資料を用い
ることで、政策関連のデータに加える形で認
知症ケアにおける予防の考え方の現れにつ
いて、分析することが可能となった。2010 年
から 2011 年にかけては、アーカイブスに通
って番組内容をテキスト化する作業に従事
し、2012 年以降のアウトプットを行うという
方針に転換したため、当初予定していた特定
健診に関する分析は省略することとした。 
 
(2)以上のようなマクロなレベルでの変化に
加えて、現場におけるケア実践が、どのよう
な問題性と可能性を有しているのかを、「予
防」が語られ導入される社会的コンテクスト
との関連で明らかにすることを試みた。 
当初は、いのちや健康という価値と強く結

びつけて予防が語られた長野県の佐久総合
病院の活動と、予防や症状の遅延、およびそ
の先にある新しい薬の開発が生きる上での
「希望」として語られる若年認知症の人と家
族、および彼／彼女らを支援する専門職の実
践との２領域を、フィールドワークやインタ
ビューなどの質的方法を用いて考察するこ
とを予定していた（個別事例を通した分析）。  
しかし、研究代表者の奈良県への移動、お

よび先述したデータアーカイブスの利用に
より、認知症領域を深く分析する方に焦点を
シフトしたため、前者の作業は断念し、後者
の若年認知症ケアのフィールドワークに絞
って行った。 
 
４．研究成果 
上記で言うと（１）に当たるミクロなケア

実践のフィールドワークに基づく研究が本
研究課題の中心的な成果となる。主に若年認
知症の人へのケアに取り組んでいるデイサ
ービスへのフィールドワークに基づいて、認
知症ケアにおける予防志向の強まりや、医療
の役割の強調と「本人中心のケア」と言われ
るような認知症ケアの理念との関係につい
て考察を行ってきた。 
予防志向が、ケア現場における実践に与え

る影響としては、まず以下のようなことが見
出された。現場において、予防を重視するこ
とは、家族や認知症の本人にとって、なるべ
くなら避けたい認知症という状態に抵抗す
る手段を獲得できるという当事者にとって
重要な意味を持っているが、同時に、認知症
の進行という避け得ない現実からすると、逆
に衰えを受け容れることが難しくなるとい
う困難を生み出す面もある。現場のケアの専



 

 

門職は、以上のような予防志向の持つ功罪に
ついてある程度までは認識しており、そこで
生まれる困難を緩和するために様々な工夫
を行っている。 

また、家族や当事者の視点からは、認知症
になった後の新しいアイデンティティの獲
得に際して、予防志向を中核とした医療の論
理が機能しているという面も見ることがで
きたが、認知症が進行していく中で、「よく
なる」「維持する」という方向性の医療の論
理とどう折り合いをつけていくのか、という
点に関する分析は、今後、より一層深めて考
察していくべき課題として残された。 
 以上のようなミクロな現場でのフィール
ドワークに基づくモノグラフが、中心的な成
果であるが、それと同時並行的に行った、上
述の（２）に当たる内容に関して、認知症領
域を含んだ現在の高齢者政策や認知症ケア
実践における予防志向がどういった思想や
制度に結実しているかを考察した論文も執
筆した。著書③では、予防への志向が認知症
の人や高齢者の社会への包摂に繋がってい
る一方で、その追求は衰えていくということ
を承認する社会を作っていく上で困難を生
み出すということを明らかにした。また、論
文④では、認知症ケア領域の予防志向を含め
て、高齢者介護領域全体の政策的な動きにつ
いて流れを分析した。 
 また研究開始後に始めた NHKアーカイブス
を利用した部分については、研究年度中は、
「その他②」のような調査の意義にかかわる
部分を解説した記事や、番組制作に深く関わ
ったディレクターへのインタビューの記事
「その他①」といった途中段階での報告に留
め、2012 年以降に論文として発表していく予
定である。 
 以上のような研究を中核に、ケア研究全体
における本研究課題の意義や位置づけを明
らかにするといったことにも取り組んでき
た。 
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